
(別紙)前提条件 

１ 本籍人口(仮の振り仮名の通知発送対象及び名の振り仮名の記載の件数) 

601,541 人(令和 6 年 3月末時点) 

 

２ 想定通知件数 

・約 310,000 通の見込み 

 

３ 届出の方法及び割合の想定 

本籍人口の約５％、31,000 件の申請の見込み 

（内訳） 

・窓口：40%(本籍地ではない住所地市区町村でも届出可) 13,000 件 

・郵送：10% 3,000 件 

・マイナポータル：50% 15,000 件 

 

４ コールセンターにおける想定入電件数等 

・想定入電件数  31,000 件（本籍人口の約５％） 

・想定対応時間  １件あたり 10 分  ※対話及び対応履歴登録等の処理を含む時間 

・想定入電割合  ピーク時（７月～９月）に全体の 75％が集中すると予想 

・月別の平均入電数（想定） 

月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 

件数 2,584 7,750 7,750 7,750 2,583 2,583 

想定回線数 5 15 15 15 5 5 

 

５ 戸籍情報システムベンダ及びシステムパッケージ名称 

 ・戸籍情報システムベンダ：日立ソリューションズ西日本 

 ・システムパッケージ名：「日立システムズ製 ADWORLD」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 振り仮名の通知情報 

・仮の振り仮名の通知情報は、戸籍情報システムから CSV ファイルで出力される。 

・１情報（レコード）で１通の通知書を作成する。１通に４名までの記載となることか

ら、同一戸籍、同一住所の家族が４名を超える場合は、４名単位に通知情報が作成され

るところ、この場合は、管理情報の連番が同じで、枝番が連番となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 仮の振り仮名通知（法務省様式例） 表  ※用紙は圧着ハガキとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮の振り仮名通知様式例 裏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


